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【校長室より】 

卒業式式辞から 
   

３月１日に行われた卒業式でお話しいたしました内容の一部を転載することで、私の思い

を保護者の皆様にお伝えしたいと思います。 

 

これから新たなステージに上る皆さんに、私から餞の言葉を贈りたいと思います。 

一つ目は、人との幸福な人間関係を築いていくための「想像力、判断力を育んで欲しい」

ということです。 

人間関係は繊細です。自分の思いをきちんと相手に伝えて良好な人間関係を創ることはな

かなか難しい。だからといって避けて通ることはできません。お互いを信頼し、困ったとき

は助け合えるような温かな人間関係を作っていきたいものです。そのために鍵になるのが

「想像力」です。自分の言葉や行動が周囲にどう影響するかを考える力を養ってください。

相手の気持ちを想像し、自分の立場だけではなく、いろいろな人の見方で物事を感じてみま

しょう。 

数年前から、人工知能の発達などで社会構造が大きく変化しています。また、スマート

フォンの普及で、多くの情報を素早く手に入れることができます。しかし、必要のない情報

や、間違った情報もどんどん入ってきます。直接顔を合わせて話せば何事もないのに、機械

を通じてデータを送受信することで誤解を生むこともあります。作家で政治学者でもある姜

尚中氏は、その著書の中で、「自分だけの殻に閉じこもり、部屋の中でバーチャルなやり取

りをしていても、そこには幸せは落ちていない。幸福は、人との出会いの中に生まれるもの

なのです。」と述べています。人間らしく生きるはずの時間を機械によって犠牲にしないた

めには、機械にすべてを任せてしまわないことが大切です。最後は、自分自身の判断力や想

像力を使って決めなければいけません。便利さに流されないで、機械と共存し、うまく使い

こなす判断力と相手を思いやる想像力を身に付けてください。 

二つ目は「ふるさと五島のために何ができるのかを常に考えて欲しい」ということです。 

五島は、少子高齢化・人口減少など課題も多く抱えていることも知っていると思います。

58年前にアメリカ大統領になったジョン・Ｆ・ケネディ氏は、その就任式においてアメリカ

国民に向け、「あなたの国があなたのために何ができるかを問わないで欲しい。あなたがあ

なたの国のために何ができるかを問うて欲しい」と訴えて就任演説を締めくくりました。皆

さんを育んできた「五島」に対して、今度は、主権者となった皆さんが、ふるさとである

「五島」のために何ができるのか考えてください。五島高校での様々な体験は、近い将来必

ず生かされると信じています。再び「ふるさと五島」に帰ってくること、または、五島の地

を離れる事になったとしても「ふるさと五島」の発展のために、それぞれの立場で活躍する

ことを通して、五島の地や日本全体に新たな風を吹き込んでくれるものと期待しています。 

 

さて、３月は別れの月です。本校でも１５名（定時制２名を含む）の先

生方とお別れすることになりました。優秀な１５名の先生方の穴を埋める

のは大変ですが、４月から転入される先生方と共に、来年度も、五島高校

の生徒の指導に邁進いたします。今後ともよろしくお願いいたします。  



 

                    ３年生進路結果報告 

                                              進路指導部 

① 国公立大学合格者数（推薦、ＡＯ、一般前期日程）８４名 

② 難関大合格者数５名（九州大学４名、長崎大学医学部医学科１名） 

③ スポーツコース：鹿屋体育大学、長崎大学、早稲田大学、法政大学、日本体育大学、福岡大学等、各種学校合格 

④ 衛生看護科：准看護師資格試験全員合格 

 

 「本物になる」というスローガンのもと、それぞれの進路実現に向けて頑張りました。早く進路が決定した生徒

も、まだ決まっていないクラスメイトのために、率先して学習に取り組んでいました。他者を思いやるやさしい生

徒が多く、我々が助けてもらう場面も多かった学年でした。かつてない学年で学習に、部活動に、行事にいろいろ

な面で活躍してくれました。卒業生の更なる活躍に期待したいと思います。  
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 功成り其の名遂げて後、地図に五島を指して・・・（五島高校応援団） 
 

平成３０年度卒業生の１７８名が五島高校石城会に入会しました！ 
 

 ２月２８日（水）に平成３０年度卒業生の同窓会入会式を実施しました。最初に吉野榮一全国石城会会長（五

高１０回卒）から入会に際してのあいさつがあり、島を離れ新たな生活を始める後輩たちへ、サポーター募金

（遠征費として各部３万円の補助金）の活動や母校と故郷（五島）の発展のため協力し

てほしいというお願いがありました。卒業生を代表して岡村綾晟君が吉野会長を前に、

「母校と郷土の発展に尽力していきます」と力強く入会のことばを述べらました。 

会員となった卒業生の皆様には、進学・就職先で最寄りの支部（東京６月、長崎７月、

大阪２月）や帰省した際に五島での懇親会（８月中旬に毎年開催）へ積極的に出席し、

同窓会の目的である会員の相互融和を図ってほしいと切に願っています。  

 

                   卒 業 式        ３学年主任 原口正志 

 今年の卒業式は、卒業生にとっていつまでも忘れられない、感動的なセレモ

ニーとなりました。在校生をはじめとして、多くの人がこの卒業式の成功のため

に力を結集してくれました。卒業証書の授与、校長先生の式辞、生徒会長中村竜

也君の堂々とした送辞、それを受けての旧生徒会

長松本灯さんの答辞へと厳粛な雰囲気のなか式典

は進みました。さらに卒業生の背後から大きく響

く歌声、卒業生が退場する際の温かい拍手、その

どれもが卒業式を鮮やかに彩ってくれました。卒業生は、みなさんに「ありがとう」

の気持ちを伝えたかったのです。今年の卒業式に関わってくださったすべての方々

に、改めて申し上げます。ありがとうございました。  

  

                  特 別 表 彰 式 

 ２月２８日（木）に、卒業式に先立ち特別表彰式が行われました。高校３年間で学

習や部活動などで顕著な活躍をした生徒が表彰されました。各種表彰の内容と表彰者

は下記の通りです。 

  

○長崎県教育委員会表彰               ３年３組 松本  灯   

○長崎県高等学校体育連盟表彰        ３年６組 後藤颯汰 

○体育優秀生徒表彰                     ３年６組 平田莉子     

○産業教育御下賜金記念優秀卒業生表彰        ３年７組 川端里歩  ↘左下からの続き       

○全国看護高等学校長協会生徒表彰        ３年７組 夏井駿兵     柔道 山本 肇二朗 岡村 美瑛         

○高文連表彰                ３年５組 石田聖紫        かるた  青山 愛     松本 莉菜        

○学校長顕彰                                          ３年１組 堀本結花         村井 さくら 山里 舞 

○特別活動功労賞                                                                    黒岩 萌香    川口 智子               

陸上      後藤 颯汰 出口 航大 山口 愛音 高木 龍一           長谷川 洋香  

            檮木 直樹 里中 彩華 平田 莉子 小島 ほのか ↗    美術 石田 聖紫 
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名 前 教科等 異動先 

畑野 公昭先生 国語 長崎南高校 

西澤 秀行先生 美術 長崎北高校 

石尾 和貴先生 日本史 県教委等へ 

森 康一朗先生 国語 佐世保東翔高校 

山元 裕文先生 英語 長崎東高校 

西藤 英和先生 数学 諫早高校 

山下 乃子先生 数学 佐世保北中学校 

 

「向き合う」   ２学年主任 渡辺洋平 
 

 １２月の学年集会で君たちに「向き合う」

ということばを伝えました。３年生０学期、

このことばを意識しながら過ごしてくれまし

たか。嫌いな物や苦手なこと、学習、部活動、両親、友

達、先生ときちんと向き合って生活しましたか。 

 いよいよ勝負の年。負けられない戦いがそこにある。

自分の将来としっかり向き合い、戦い続けた君たちが１

年後きれいな桜を咲かせてくれることを願っています。  

 競 技 大 会  
 ３月１２日第２回校内競技大会が行われまし

た。クラス別でバスケットボール、サッカー、ソ

フトボールなど男女それぞれ３種目で争いまし

た。現クラスで行う最後の校内行事であり、応援

と選手が一体となった白熱した試合が繰り広げら

れていました。白熱した中でも紳士的な行動が見

られ、感動的な大会となりました。なお、大会結果は次の通りです。  

名 前 教科等 異動先 

石見 志広先生 英語 佐世保南高校 

 

宮崎 佑希先生 
 

看護 
佐世保工業高校 

（養護教諭） 

平野 朝子先生 看護 JICA派遣 

坂本 菜々子先生 養護教諭 諫早高校定時制 

河野 陽子先生 英語 五島海陽高校 

小森 朝陽先生 事務 五島市立福江小学校 

  男   子 女   子 

種目 
ﾊﾞｽｹｯﾄ 

ﾎﾞｰﾙ 
サッカー ｿﾌﾄﾃﾆｽ 

ﾊﾞｽｹｯﾄ

ﾎﾞｰﾙ 

ｿﾌﾄ 

ﾎﾞｰﾙ 
卓球 

優勝 2-6 2-3 1-2 1-6 2-2 1-4 

２位 該当なし 2-1 1-1 2-3 2-1 1-5,2-6 

「次年度に向けて」１学年主任 本多優子 
 

 五島の名物である椿は、春の訪れを告げて

くれる代表的な花のひとつです。いよいよ１

年生の君たちが上級生と言われる時期が来ま

した。椿の花言葉は「気取らない美しさ」。常緑の中で美

しく咲く様子から来ているそうです。緑の学年に所属する

君たちは、学年の常緑を作りあげる一つひとつのピースで

す。昨年諫早の自然の家では雨で見られなかった菜の花も

もうすぐ見頃となりました。時間の流れと重みを感じなが

らこれから一瞬一瞬を大切に過ごして欲しいと思います。 

離退任される先生方 お世話になりました 

新任地でのご活躍をお祈りします 

 

  合 格 発 表  
 高校入試が３月６日・７日に行われ、

１５日に合格発表を行いました。 

 １５日は９時３０分の合格発表前から

受検者のみなさんが合格発表場所周辺に

集まっていました。発表時には歓喜の声

が響き渡りました。普通科１００名、普

通科スポーツコース２９名、衛生看護科

２２名のみなさんが合

格しました。合格おめ

でとうございます。来

月、みなさんが入学し

て く る こ と を 心 よ り

待っています。  

 

寮生卒業夕食会 

 ２月２７日に寮生卒業夕食会を開

催しました。今年度は男子６名、女

子９名が３年間の寮生活を終え、巣

立っていきました。夕食会では１年

生男子による余興や記念品贈呈、３

年生からの一言など、豪華な食事を食べながら楽しい時間を

過ごせました。卒業後は寮生活での経験を生かし、寮母さん

をはじめ先生方や保護者の方への感謝の気持ちを忘れず、そ

れぞれの夢に向かって邁進してほしいです。                        

   

   スポーツコース卒業発表会  

    １月３０日に本校スポーツコース第

１４期生の卒業発表会を開催しました。

生徒１８名が６班に分かれ、それぞれが

興味を持った分野を研究し、プレゼンテーションを行い

ました。どの班も工夫を凝らした研究内容で、興味深い

ものばかりでした。１４期生が堂々と発表する姿に３年

間の成長ぶりがみられました。今後ますますの活躍を期

待します。ご多用の中、多くの方々にご参観いただいた

ことに対しまして感謝致します。  
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